
別紙１ 

平成２７年度 関東東海北陸農業試験研究推進会議 

作業技術部会 現地研究会 開催要領 

関東東海北陸農業試験研究推進会議 

作業技術部会 部会長 細川 寿 

１．趣旨 

都市近郊農業では、土地利用型作物よりも狭い農地面積において集約的栽培を行う園芸作物が中心

となっている。また、機械化についても土地利用型作物と比較して進んでおらず、手作業に頼ってい

る部分も多い。 

そこで、神奈川県において、都市近郊農業を対象とした作業技術的課題について、現地検討と話題

提供を通じ、生産者等との意見交換を行い、今後の機械化・省力化の要望等の情報収集を行うととも

に、生産現場の課題解決に向けた推進方策を検討し研究の連携を進める。 

２．開催日時 

  平成２７年１１月３０日（月）１３時００分～１２月１日（火）１２時００分 

  （12/1終了後 関東東海北陸農業試験研究推進会議作業技術部会を開催） 

３．開催場所 

１）１日目 現地検討（神奈川県三浦市および神奈川県農業技術センター三浦半島地区事務所） 

２）２日目 室内検討（神奈川県農業技術センター三浦半島地区事務所） 

４．検討内容 

   テーマ  「都市近郊農業の現状と課題－作業技術面からの取り組み」 

１）現地検討 

(1)三浦半島の現地ほ場視察（ダイコン生産ほ場、アシストスーツ利用ほ場、キャベツの間作移植ほ

場）   

(2)農業技術センター三浦半島地区事務所における研究の取り組み               

２）室内検討 

(1)三浦半島における省力・機械化の事例(仮） 

野菜生産農家 農業経営士 横須賀市 角井浩一 

(2)神奈川県における省力化・機械化研究の取り組み 

神奈川県農業技術センター 生産技術部 深山陽子  

(3)ナス’サラダ紫’高品質栽培のための日射制御型拍動自動灌水装置の導入 

神奈川県農業技術センター 三浦半島地区事務所 石森裕康 

(4)果樹ジョイント栽培導入による省力化・機械化 

神奈川県農業技術センター 生産技術部 三好 理 

(5)農業用アシストスーツの実証 

神奈川県農業技術センター 生産技術部 木村仁美 

(6)身体装着型アシスト装置の現状と性能等評価手法について 

農研機構 生研センター評価試験部  八谷 満 

(7)総合検討、意見交換（担い手生産者を交えた意見交換） 

 ３）その他 

５．参集範囲 

関東東海北陸地域公立試験研究機関・行政普及部局、農水省農林水産技術会議・生産局、関東農政

局、東海農政局、北陸農政局、生産者、農研機構の関係者、その他部会長が認める者 

 



 

６．連絡先  

〒305-8666 茨城県つくば市観音台３－１－１ 

中央農業総合研究センター 作業技術研究領域 長坂 善禎 

Tel：029-838-8815  Fax：029-838-8538  E-mail：zentei@affrc.go.jp 

 参加申し込み、資料提出等については、別途連絡する。 

【現地事務局】 

 神奈川県農業技術センター生産技術部 深山 陽子 

 Tel：0463-58-0333  Fax：0463-58-4254  E-mail：miyama.7c6t@pref.kanagawa.jp 


